
初日の6月6日には、市長から条例の制定など議案7件、諮問3件、報告6件が提出
され、提案理由の説明などがありました。また、陳情3件について委員会付託を行い
ました。
6月12日には、議案5件の委員会付託を行いました。また、6月12日、13日、14日

には15人が市政について一般質問を行いました。6月20日、21日、22日には各常任
委員会が開催され、付託されました議案5件、陳情3件の審査及び所管事務調査を行
いました。
最終日の6月26日には、付託された議案等について各常任委員長から審査の経過

と結果が報告され、議案5件について原案のとおり可決、陳情については3件が採択
されました。また、付託省略の議案2件、諮問3件については、原案のとおり可決、同
意されました。また、平成21年9月24日に設置された（仮称）そでがうらメモリアルパ
ーク検討特別委員会は委員長報告を行い、所期の目的を達成したことから解散しま
した。（委員長報告書抜粋は7ページに掲載してあります。）その後、議員発議の提出が
4件あり、3件が原案のとおり可決、1件が否決されました。

（議決結果は8ページに掲載してあります。）

6月定例会6月定例会 6月6日～6月26日
（会期21日間）

平成24年 第4回（8月招集）定例会会期（案）
【会期】平成24年8月28日（火）から9月18日（火）までの22日間
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区　　分
本会議

本会議（一般質問）
休日
休日
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問予備日）
総務企画常任委員会
文教福祉常任委員会
休日
休日
建設経済常任委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会（予備日）

休日
休日
休日
本会議

傍聴
○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

＊一般質問通告一覧表は8月24日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所議会事務局までお問い合わせください。

永年にわたり、議員として市政の振興と地方自治の進展に尽くされた功績により、
全国市議会議長会から次の議員が表彰されました。
6月26日本会議場において、表彰状の伝達が行われました。

正副議長4年以上表彰　岡田　實
議員15年以上表彰　篠　　典之　　岡田　實

〈声の広報〉議会だよりはボランティア音訳グループ「やまゆり」のご協力により、声の広報を用意し、無料で貸し出しています。（問い合わせ）議会事務局
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議会事務局へ直接つながる直通番号ができました。電話番号は10438（62）3450です。お知らせ

各委員会では、付託された議案、陳情の審査及び所管事務調査を行い
ました。

【所管事務調査】防災・安全対策の推進について（富士石油袖ケ浦製油所視察）

総務企画常任委員　8名
委 員 長　田邊恒生
副委員長　片倉憲太郎
委　　員　前田美智江／茂木芳和／榎本雅司／阿津文男

篠 典之／石井俊夫

【議　　案】
s議案第3号 袖ケ浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①国民健康保険税の応能応益割合及び課税限度額の見直しの

検討
②国民健康保険税の1世帯及び1人あたりの平均値上げ額
③平成23年度末の滞納世帯数及び収納率
④平成23年度の資格証明書及び短期被保険者証の世帯数
⑤国民健康保険税の軽減適用世帯への値上げに対する考え
方
⑥一般会計からの法定外繰入金の増額の検討
⑦国民健康保険財政調整基金の今後の積み立て
⑧法定外繰入金の来年度以降の基準額
⑨ジェネリック医薬品の使用に係る医師会への働きかけ
⑩レセプト点検に係る現状の経費と委託した場合の経費との
比較
⑪レセプト点検による効果の実績
⑫国民健康保険税の値上げにより市民生活に与える影響
⑬国民健康保険税に係る長期的な検討

・討　　　論 賛成
① 保険税率の改定については、医療費の増加に伴い、被保
険者の負担も増やさざるを得ない一方、今年度も一般会計
からの法定外繰り入れを増額し、被保険者の負担増に対し
て低減対策を講じており、国民健康保険税の低所得層への
軽減措置についても引き続き配慮していることから、今回の保
険税率の見直しはやむを得ないものであるので賛成します。
② 国民健康保険特別会計の財政運営は非常に厳しいもの
になっており、今年度も医療費の増加が予想されることから、
一般会計からの繰入金は昨年度より増額する措置が講じら
れており、被保険者にも応分の負担をお願いすることはやむ
を得ないと考えられること、改定後の保険税率の近隣市と
の比較においても、本市の保険税は他市と同等、又は下回
っている状況であると思われること、更に、引き上げが単年
度の収支の均衡を図る必要最小限のものであることから、今
回の改正はやむを得ないものと判断するので賛成します。
反対
① 今回の値上げは、所得200万円の4人世帯で、1ヶ月の給
料より多い金額が年間の国民健康保険税の支払いに消え、
その他に市県民税、公共料金の支払いもあるなど、払える
金額とは思えません。一般会計の法定外の繰り入れを増額
し、値上げを中止すべきと考えるため反対します。
② 今後、保険料を上げざるを得ない状況をつくらないよう
にするためには、全庁的な取り組みが必要であり、そのため
には、今回は一般会計からの繰り入れを増額し、全市的に
支出の抑制等を考えていく必要があるので反対します。

s議案第4号 袖ケ浦市印鑑条例等の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①市内の外国人の人数及び住民基本台帳法の改正等に関す

る周知方法
②外国人登録法から住民基本台帳法に移行する外国人への周

知及び移行しない外国人の内容
③印鑑条例の改正とそれ以外の条例改正の関係
④外国人登録法の廃止等により医療、社会保障サービスの対
象から外れるおそれのある人への対応
⑤住民基本台帳法の改正等に伴う行政サービスの対象範囲に
関する総務省通知

・討　　　論 賛成
今回の条例改正は、外国人登録法の廃止等の法律改正に基
づくものであり、外国人登録法を引用している関係条項の削除
及び文言の整備を目的としており、いずれも適正な改正内容で
あるので賛成します。
反対
外国人登録証により、市で把握することができていた、短期
滞在者及び家庭の事情等により在留資格が取り消された人な
どが、住民基本台帳に記載されないことで把握できなくなるお
それがあり、医療や社会保障の住民サービスが受けられなくな
る心配があるので反対します。

s議案第5号 袖ケ浦市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正す
る条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
s陳情第28号 「国における平成25（2013）年度教育予算拡充に関する意

見書」採択に関する陳情書
・採決の結果 採択（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①準要保護援助費の見直し
・討　　　論 なし
s陳情第29号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に

関する陳情書
・採決の結果 採択（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①学校事務職員及び学校栄養職員の配置の必要性
・討　　　論 なし
【所管事務調査】障害者支援課所管の休廃止事務事業について

文教福祉常任委員　8名
委 員 長　神 寛
副委員長　佐藤麗子
委　　員　田中輝博／佐久間清／励波久子／小野光正

岡田　實／渡辺　盛

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

6月20日開催

6月21日開催　付 託 案 件（5件）
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建設経済常任委員会

【議　　案】
s議案第1号 袖ケ浦市公共下水道事業区域外流入受益者分担金に関する

条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①分担金の積算方法

②本管接続の工事費用の負担者
③区域外流入後の排水施設の管理者

・討　　　論 なし
s議案第2号 袖ケ浦市公共下水道事業特別会計市債管理基金条例を廃止

する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
s陳情第30号 高谷地先における無許可埋め立て事業の今後の対応につい

て（陳情）
・採決の結果 採択（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①事業者の経営状況

②土砂に含まれる成分、発生元、搬入ルート確定等現在の
状況
③市の対応
④行政としての責任
⑤千葉県等関係機関との原状回復への調整内容
⑥農業委員会における見解
⑦市長からの指示事項

⑧責任の所在
⑨土地所有者の対応
⑩刑事的違法性

・討　　　論 なし
【所管事務調査】袖ケ浦駅海側土地区画整理事業の進捗状況及び周辺整備事

業について

建設経済常任委員　8名
委 員 長　立原　勇
副委員長　篠 龍夫
委　　員　長谷川重義／吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦

遠山　修／露 信夫

6月22日開催　付 託 案 件（3件）

各常任委員会及び議会運営委員会等は、それぞれの所管事項の調査・研究
のため、行政視察を実施しました。
視察内容は次のとおりです。（①視察日　②視察先及び視察内容）

総務企画常任委員会

①平成24年4月26日～27日
②新潟県長岡市
¡防災への取り組みについて
¡防災センターについて

新潟県三条市
¡地域防災計画について
¡豪雨対策について

議会運営委員会、議会広報特別委員会

①平成24年5月15日～16日
②兵庫県南あわじ市
¡議会改革について

兵庫県淡路市
¡議会だよりの編成について

文教福祉常任委員会

①平成24年5月10日～11日
②大阪府門真市

¡土曜自学自習室サタスタ事業について
¡学校支援ボランティアについて

兵庫県宝塚市
¡子どもたちが主役のまち「ミニたからづか」
について

¡子ども条例、子ども議会について

環境保安対策特別委員会

①平成24年5月22日～23日
②岩手県紫波郡紫波町

¡循環型まちづくりについて

岩手県岩手郡葛巻町
¡省エネルギービジョンについて

建設経済常任委員会

①平成24年4月19日～20日
②長崎県大村市

¡「おおむら夢ファーム シュシュ」6次産業へ
の取り組みについて

福岡県久留米市
¡メタンガスの有効利用について

行政視察の報告

ながおか市民防災センターは、長岡市が実施したシビックコア計画の
一部として建設されております。用地は旧国鉄の操作場跡地を利用して
おり、約11．5haの用地を3つの街区に分け防災に関する建物を集約し、
突然に襲う災害に円滑に対応しようとするものでした。
平成14年度に地区計画策定協議会を設置し、協議しているうち、平成
16年度に新潟中越大震災が発生、その時は仮設住宅の設置場所として、
被災者の支援に利用されました。
震災被害が一段落した後、平成17年度に整備計画を策定、平成18年度
から整備事業に着手、平成19年度に罹災者公営住宅が完成、平成20年度
に長岡合同庁舎別館、新潟日報長岡支社社屋が完成、平成21年度に消防

本部、ながおか市民防災センター及び防災公園が完成しました。
なかでも、防災公園は1haの多目的広場に約8,300名の収容ができ、475
張りの避難テントスペースと飲料水兼用として100kの大型防火水槽、
災害用トイレ、緊急用へリポートを装備しています。
ながおか市民防災センターは普段は子育てと市民防災の拠点として、

緊急時は物資の一時集積やボランティアの活動支援拠点としての機能を
果たすべく設計されており、屋根付き広場はクッ
ション材を床に敷き詰め、全天候に対応している
とのことでした。

総務企画常任委員会行政視察報告書より抜粋 長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中長岡市民防災公園を見学中
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判
断
し

行
動
で
き
る
力
を
備
え
る
防

災
教
育
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
と
い
う
意
識
の
醸
成

が
図
れ
る
よ
う
な
防
災
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
危
険
予
知
能
力
の
育
成

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
危
険
予
知
能
力
は
重
要

な
事
項
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
危
険
な
場
所
を
自
分

の
目
で
確
認
し
、
常
に
意
識

す
る
よ
う
実
践
力
を
育
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に

つ
い
て

Ｑ
慢
性
腎
臓
病
か
ら
重
症

化
に
な
ら
な
い
よ
う
保

健
指
導
を
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
現
状
を

伺
う
。

Ａ
保
健
指
導
の
該
当
者
626

名
中
30
名
に
指
導
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残

り
の
方
に
も
電
話
や
訪
問
等

を
し
ま
し
た
が
本
人
の
同
意

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い

てＱ
高
齢
者
向
け
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
を
し
な
い
か
伺
う
。

Ａ
来
年
度
か
ら
公
費
助
成

に
向
け
て
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

神

寛
議
員

命
を
守
る
防
災
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ
空
き
家
の
実
態
を
調

査
、
把
握
し
て
い
る
の

か
。Ａ

今
後
、
火
災
予
防
上
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
上
水

道
の
休
止
情
報
な
ど
を
活
用

し
、
実
態
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

Ｑ
生
活
環
境
の
保
全
及
び

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
の
観
点
か
ら
、
空
き
家

等
の
適
正

管
理
に
関

す
る
条
例

を
制
定
し

な
い
か
。

Ａ
本
年
度
、
先
進
市
を
調

査
研
究
し
、
市
の
実
態

調
査
を
踏
ま
え
、
条
例
制
定

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
で
き
る
限
り
、
早

い
施
行
を
目
指
し
、
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

戸
籍
や
住
民
票
の
不
正
取
得

防
止
に
つ
い
て

Ｑ
住
民
票
な
ど
の
不
正
取

得
が
成
り
す
ま
し
や
犯

罪
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
第
三
者
が
住
民
票
な
ど

を
取
得
し
た
場
合
に
本
人
に

知
ら
せ
る
制
度
を
導
入
し
な

い
か
。

Ａ
不
正
取
得
防
止
の
観
点

か
ら
課
題
を
整
理
し
、

他
市
の
動
向
や
法
務
局
の
見

解
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調

査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
の
活
性

化
に
つ
い
て

Ｑ
土
地
区
画
整
理
事
業
、

幹
線
道
路
、
雨
水
幹
線

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

Ａ
本
年
度
末
で
進
捗
率
は

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

26
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

高
須
箕
和
田
線
は
、
県
道
か

ら
今
井
坂
戸
線
ま
で
事
業
に

着
手
し
て
お
り
、
29
年
度
完

成
予
定
で
す
。
雨
水
幹
線
は
、

雨
水
ポ
ン
プ
場
か
ら
着
手
し

て
い
き
ま
す
。
駅
を
中
心
と

し
た
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
早
期
に
完
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塚
本
幸
子
議
員

空
き
家
条
例
の
制
定
を

Ｑ
本
市
の
地
震
、
津
波
、

液
状
化
現
象
等
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
災
害
対
策
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

Ａ
万
全
を
期
し
て
県
、
市
、

事
業
所
、
関
係
機
関
が

連
携
し
、
市
街
地
に
被
害
が

及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、

総
合
判
断
し
、
避
難
勧
告
等

を
発
令
し
ま
す
。

Ｑ
市
内
の
液
状
化
マ
ッ
プ

作
成
や
液
状
化
対
策
に

つ
い
て
ど
う
検
討
し
て
い
る

か
。Ａ

土
地
所
有
者
が
液
状
化

対
策
を
で
き
る
よ
う
液

状
化
マ
ッ
プ
作
成
、
情
報
提

供
等
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
袖
ケ
浦
駅
海
側
開
発
地

域
の
地
震
、
津
波
、
液

状
化
の
安
全
確
保
策
は
。

Ａ
危
険
性
が
高
い
地
区
と

認
識
し
て
お
ら
ず
、
今

後
も
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
重

点
をＱ

太
陽
光
発
電
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
中

心
に
位
置
付
け
な
い
か
。

Ａ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
は
重
要
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設

へ
の
太
陽
光
発
電
設
置
は
、

増
改
築
時
に
合
わ
せ
て
検
討

し
ま
す
。

Ｑ
市
が
南
袖
に
購
入
し
た

5
千
坪
の
土
地
に
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
を
検
討
し

な
い
か
。

Ａ
土
地
の
活
用
方
法
を
検

討
中
で
あ
り
、
現
段
階

で
答
弁
で
き
ま
せ
ん
。

残
土
埋
立
規
制
は
効
果
的
に

Ｑ
発
生
元
が
確
認
で
き
な

い
残
土
埋
め
立
て
は
認

め
な
い
規
制
を
し
な
い
か
。

Ａ
有
効
な
監
視
方
法
の
検

討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

篠

典
之
議
員

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
災
害
対
策
は

Ｑ
少
子
化
傾
向
の
改
善
を

子
育
て
環
境
日
本
一
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
伺
う
。

Ａ
少
子
高
齢
化
社
会
が
到

来
し
、
人
口
減
少
や
人

口
構
造
の
変
化
に
よ
り
労
働

人
口
の
減
少
、
社
会
保
障
負

担
の
増
加
や
地
域
社
会
の
活

力
低
下
な
ど
の
影
響
が
起
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
企
業
や
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
子
育
て
支

援
施
策
の
更
な
る
強
化
を
図

り
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
保
育
所
の
定
員
規
模
や

受
け
入
れ
枠
を
広
げ
る

に
は
、
現
状
の
制
度
で
は
厳

し
い
。
措
置
権
者
で
あ
る
行

政
側
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
を
図
る
か
伺
う
。

Ａ
増
え
続
け
る
保
育
需

要
を
満
た
す
た
め
、

新
た
に
保
育
施
設
を
確
保

す
る
こ
と
も
考
慮
に
入

れ
、
そ
の
方
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
障
害
児
保
育
の
受
け

入
れ
枠
と
、
必
要
な

職
員
確
保
へ
の
取
り
組
み

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
障
害
児
保
育
は
、
養

育
手
帳
を
所
持
、
ま

た
は
所
持
相
当
と
児
童
相
談

所
が
認
め
た
障
害
児
の
保
育

で
、
開
始
し
た
月
か
ら
の
補

助
と
な
り
、
入
園
の
時
期
に

よ
り
補
助
額
が
変
動
す
る
こ

と
か
ら
、
通
年
で
障
害
児
保

育
の
た
め
の
保
育
士
を
確
保

す
る
場
合
、
全
額
が
補
助
対

象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

片
倉
憲
太
郎
議
員

出
生
率
の
向
上
に
向
け
た

少
子
化
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

6月定例会
一般質問者
（質問者15人）

質問順

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

議　員　名

篠　 龍　夫

神　 寛

塚　本　幸　子

篠　 典　之

片　倉　憲太郎

榎　本　雅　司

長谷川　重　義

吉　岡　淳　一

前　田　美智江

田　邊　恒　生

田　中　輝　博

佐久間　　　清

励　波　久　子

佐　藤　麗　子

石　井　俊　夫

質問日

6月12日

6月13日

6月14日
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※1 スプロール化…都市が無秩序に拡大していく現象。

Ｑ
市
内
全
小
中
学
校
で
行

っ
た
通
学
路
の
緊
急
安

全
点
検
と
危
険
箇
所
の
報
告

結
果
に
つ
い
て

Ａ
危
険
箇
所
は
43
件
。
そ

の
内
容
は
、
幅
員
が
狭

く
交
通
量
が
多
い
の
に
歩
道

が
な
い
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
が
必
要
、
横
断
歩
道
が

な
い
、
橋
梁
が
狭
く
歩

道
も
な
く
危
険
で

あ
る
等
で

す
。

Ｑ
滝
の
口
地
先
、
槍
水
橋

か
ら
県
道
君
津
平
川
線

区
間
の
歩
道
整
備
を
。

Ａ
境
界
査
定
を
実
施
し
、

用
地
の
境
界
を
明
確
に

し
た
中
で
、
歩
道
整
備
に
向

け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
代
宿
横
田
線
、
飯
富
29

号
線
交
差
点
（
根
形
勝

区
）
に
信
号
機
の
設
置
を
。

Ａ
県
の
予
算
の
都
合
が
あ

り
ま
す
が
要
望
等
を
含

め
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

福
祉
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
（
仮
称
）
地
域
保
健
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

Ａ
長
浦
地
区
に
保
健
福
祉

全
般
に
対
す
る
相
談
拠

点
と
し
て
平
成
25
年
4
月
の

開
設
に
向
け
て
進
め
て
い
ま

す
。Ｑ

平
川
地
区
に
同
様
の
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

Ａ
次
期
実
施
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
旧
J
A
中
川
支
店
を
利

用
し
地
域
福
祉
活
動
の

場
に
し
な
い
か
。

Ａ
高
齢
者
が
利
用
す
る
に

は
、
階
段
が
狭
く
、
2

階
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
構
造

上
の
問
題
が
解
決
す
れ
ば
社

会
福
祉
協

議
会
と
検

討
を
し
ま

す
。

榎
本
雅
司
議
員

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

Ｑ
袖
ケ
浦
駅
北
側
農
地
を

メ
ガ
ソ
ー
ラ
施
設
建
設

用
地
と
し
な
い
か
。

Ａ
現
段
階
で
は
新
た
な
土

地
利
用
計
画
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

Ｑ
平
成
通
り
沿
い
は
地
区

計
画
を
定
め
拠
点
を
決

め
、
市
街
化
編
入
し
な
い
か
。

Ａ
既
存
商
業
地
域
の
空
洞

化
の
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
市
街
化
調

整
区
域
の
位
置
付
け
等
を
考

慮
す
る
と
現
段
階
で
は
難
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
市
民
の
働
く
場
の
確
保

や
税
収
対
策
と
し
、
商

業
施
設
等
の
誘
導
策
を
考
え

な
い
か
。

Ａ
既
成
市
街
地
の
ま
ち
の

熟
成
度
等
を
見
極
め
な

が
ら
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。Ｑ

小
規
模
宅
地
開
発
で
の

改
正
指
導
要
綱
の
強
制

力
と
ス※

１

プ
ロ
ー
ル
化
は
防
げ

る
の
か
。

Ａ
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
整
備
基
準
に
基
づ

く
開
発
を
進
め
る
よ
う
指
導

し
、
ス※

１

プ
ロ
ー
ル
化
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
車
か
ら
歩
行
者
の
安
全

へ
と
考
え
方
を
転
換
し
、

車
両
の
速
度
制
限
を
す
れ
ば

事
故
削
減
効
果
が
大
き
い
と

さ
れ
る
が
市
の
見
解
は
。

Ａ
速
度
制
限
は
市
単
独
で

は
で
き
な
い
の
で
警
察

と
協
議
を
行
う
等
事
故
防
止

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
ま

す
。

環
境
保
全
政
策
に
つ
い
て

Ｑ
蔵
波
の
百
々
目
堰

ど

ど

め

ぜ

き

か
ら

奈
良
輪
堰
間
の
水
路
を

残
し
て
保
全
し
な
い
か
。

Ａ
貴
重
な
緑
と
認
識
す
る

が
、
荒
れ
た
状
態
で
保

全
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

長
谷
川
重
義
議
員

袖
ケ
浦
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
政
府
・
東
北
被
災
地
は

昨
年
3
月
11
日
に
発
生

し
た
大
地
震
に
よ
る
災
害
廃

棄
物
に
つ
い
て
、
各
自
治
体

に
向
け
広
域
処
理
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
協
力
に

向
け
た
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
放
射
能

に
対
す
る
安
全
性
の
確
認
や

溶
融
飛
灰
の
最
終
処
分
先
の

確
保
、
ま
た
地
域
住
民
の
理

解
と
4
市
の
同
意
な
ど
の
受

け
入
れ
条
件
が
整
う
こ
と
が

前
提
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
解
決

さ
れ
た
際
に
は
積
極
的
に
協

力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

長
浦
駅
舎
南
北
自
由
通
路
整

備
工
事
に
つ
い
て

Ｑ
駅
舎
の
改
修
は
、
本
来

的
に
鉄
道
事
業
者
の
負

担
、
責
任
で
施
工
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
公
共
施

工
と
す
る
に
至
っ
た
経
緯

は
。Ａ

地
元
住
民
を
含
む
多
く

の
方
々
か
ら
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
等
の
設
置
に
よ
る
段

差
解
消
を
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
市
は
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策
定

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
、
自
由
通
路
の
整
備

を
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
市
が
公
共
施
工
で
整
備
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Ｑ
都
市
計
画
審
議
会
に
諮

っ
た
の
か
。
経
緯
は
。

Ａ
長
浦
駅
自
由
通
路
は
都

市
計
画
決
定
を
行
っ
て

い
な
い
た
め
、
都
市
計
画
審

議
会
で
の
審
議
は
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
都
市
計
画
決
定

は
関
連
す
る
都
市
施
設
等
と

一
体
的
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
将
来
的
に
県
道
の
拡

幅
整
備
計
画
に
併
せ
計
画
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

吉
岡
淳
一
議
員

災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
に
つ
い
て

Ｑ
学
校
施
設
及
び
避
難
所

等
の
耐
震
化
計
画
の
状

況
を
伺
う
。

Ａ
市
内
小
中
学
校
の
校
舎

棟
は
今
年
度
で
完
了
。

体
育
館
は
、
耐
震
性
や
老
朽

性
を
考
慮
し
て
27
年
度
末

100
％
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の

他
の
避
難
所
も
27
年
度
耐
震

化
率
100
％
が
目
標
で
す
。

Ｑ
災
害
に
備
え
、「
非
構

造
部
材
」
と
い
わ
れ
る

天
井
・
壁
・
ガ
ラ
ス
等
の
耐

震
化
対
策
が
急
務
だ
と
思
う

が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
施
設
改
修
や
改
築
時
に

非
構
造
部
材
の
耐
震
化

も
更
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
専
門
職
に
よ
り
点

検
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
通
学
路
の
安
全
確
保
の

た
め
の
対
策
強
化
を
！

Ｑ
各
地
で
通
学
途
中
の
児

童
を
襲
っ
た
事
故
を
受

け
て
、
通
学
路
の
安
全
点
検

や
安
全
確
保
の
対
応
を
伺
う
。

Ａ
点
検
の
結
果
、
28
件
の

対
策
が
必
要
で
、
緊
急

性
の
高
い
2
カ
所
は
完
了
。

そ
の
他
数
カ
所
は
執
行
に
向

け
て
作
業
中
で
す
。

Ｑ
通
学
路
や
「
速
度
お
と

せ
」
の
路
面
表
示
が
薄

い
な
ど
安
全
確
保
の
た
め
の

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
で

き
な
い
か
伺
う
。

Ａ
本
年
度
予
算
で
既
に
実

施
、
ま
た
は
準
備
中
で

す
が
、
今
後
も
保
護
者
や
自

治
会
等
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
児
童
生
徒
へ
の
安
全
行

動
と
危
機
意
識
の
高
揚

を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
。Ａ

交
通
安
全
教
室
・
親
子

教
室
な
ど
学
校
教
育
の

中
で
危
機
意
識
を
持
た
せ
る

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

前
田
美
智
江
議
員

”地
震
に
強
い
施
設
づ
く
り
“に
つ
い
て

Ｑ
金
田
東
ア
ク
ア
シ
テ
ィ

整
備
進
展
に
伴
い
木
更

津
市
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
高
速

バ
ス
の
発
着
を
西
口
に
誘
導

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
対
応

策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
袖
ケ
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
の
利
便
性
の

低
下
を
招
か
な
い
様
に
事
業

者
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。Ｑ

海
側
土
地
区
画
整
理
事

業
の
駅
前
大
型
商
業
施

設
出
店
の
見
通
し
を
伺
う
。

Ａ
出
店
予
定
数
社
が
金
田

地
区
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
な
ど
の
状
況
を
見
な

が
ら
出
店
時
期
を
調
整
中
と

聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
椎
の
森
工
業
団
地
2

期
・
3
期
の
市
負
担
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
最
終
的
に
市
が
管
理
す

る
道
路
等
の
整
備
は
市

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
43
億
円
の
う

ち
負
担
額
は
12
億
円
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
設
置
を
伺
う
。

Ａ
施
設
の
増
築
改
修
時
期

に
合
わ
せ
検
討
し
ま

す
。Ｑ

家
庭
向
け
太
陽
光
発
電

設
置
の
助
成
拡
大
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
本
年
は
上
限
7
万
円
、

100
件
の
助
成
に
拡
大
し

て
い
ま
す
が
、
5
月
末
時
点

で
72
件
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
お
り
増
額
を
県
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
の
誘
致
を
伺
う
。

Ａ
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

田
邊
恒
生
議
員

金
田
地
区
の
整
備
進
展
、

椎
の
森
工
業
団
地
の
整
備
決
定
な
ど
本
市
を
取
巻
く

周
辺
状
況
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
危
機
事
象
の
元
と
な
る

情
報
収
集
、
区
分
け
、

情
報
提
供
の
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
国
・
県
・
市
民
・
部
局

か
ら
情
報
を
受
け
、
危

機
管
理
部
門
が
情
報
を
管
理

し
、
内
容
・
情
報
源
を
整
理

し
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
所
管
が
異
な
る
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
災
害
の
平
時
の

情
報
収
集
と
管
理
を
伺
う
。

Ａ
関
係
法
令
に
よ
り
、
所

管
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
市
は
事
業
所
に
対
す
る

適
切
な
点
検
指
導
を
行
い
ま

す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
と
次
世

代
育
成
に
つ
い
て

Ｑ
日
本
一
へ
の
具
体
的
項

目
の
内
容
と
他
市
と
の

現
状
比
較
を
伺
う
。

Ａ
中
三
ま
で
の
医
療
費
助

成
延
長
と
保
育
所
待
機

児
童
ゼ
ロ
で
す
。
君
津
4
市

で
は
、
全
て
同
レ
ベ
ル
で
す
。

Ｑ
児
童
の
権
利
条
約
を
ベ

ー
ス
と
し
た
子
ど
も
条

例
を
制
定
し
な
い
か
伺
う
。

Ａ
調
査
研
究
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

情
報
共
有
に
つ
い
て

Ｑ
情
報
共
有
は
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
適
切
な
時
期
に
理
解
し

や
す
い
形
で
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
で
整
理
せ
ず
に

逐
一
提
供
す
る
の
は
、
情
報

共
有
に
と
っ
て
有
効
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
自
治
基
本
条
例
の
二
次

の
対
話
集
会
と
平
行
し

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
わ
な
い
か
伺
う
。

Ａ
市
民
の
声
は
十
分
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
思
う

の
で
、
最
終
的
に
、
行
う
こ

と
で
考
え
て
い
ま
す
。

田
中
輝
博
議
員

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
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Ｑ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用

料
金
に
対
す
る
認
識
と
利
用

券
の
配
布
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
県
内
実
施
市
町
村
23
市

の
う
ち
21
市
が
平
日
700

円
と
な
っ
て
お
り
、
決
し
て

高
い
設
定
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
実
施

し
た
利
用
券
の
配
布
は
、
利

用
会
員
、
両
会
員
に
対
し
個

別
に
郵
送
す
る
と
と
も
に
、

会
報
に
3
回
掲
載
し
、
入
会

時
に
も
説
明
を
し
て
い
ま

し
た
。

市
内
橋
梁
の
現
状
と
改
修
計

画
に
つ
い
て

Ｑ
県
道
長
浦
上
総
線
に
架

か
る
富
川
橋
と
歩
道
橋

の
架
け
替
え
工
事
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
富
川
橋
の
架
け
替
え

は
、
平
成
24
年
度
か
ら

着
手
し
、
平
成
26
年
度
完
成

を
目
指
し
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
工
事
内
容
は
、

現
在
は
車
道
橋
と
歩
道
橋
が

独
立
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
両
橋
梁
を
撤
去
し
、

新
た
に
車
道
と
歩
道
を
一
体

化
し
た
橋
梁
を
整
備
し
ま

す
。Ｑ

小
坪
橋
は
中
川
小
学
校

区
の
通
学
路
で
す
が
、

路
面
は
凸
凹
で
、
大
変
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
の

認
識
と
対
策
を
伺
う
。

Ａ
橋
梁
点
検
の
結
果
、
経

年
劣
化
に
よ
り
一
部
に

さ
び
の
発
生
、
ま
た
舗
装
の

剥
離
な
ど
を
確
認
し
て
お

り
、
今
年
度
の
修
繕
計
画
に

位
置
付
け
、
修
繕
を
し
ま
す
。

舗
装
の
凹
凸
に
つ
い
て
も
、

舗
装
の
打
ち
か
え
を
す
る
と

と
も
に
、
幅
員
が
狭
い
こ
と

か
ら
、
幅
１
メ
ー
ト
ル
程
度

を
歩
行
帯
と
し
て
着
色
し
、

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

佐
久
間
清
議
員

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
に
つ
い
て

Ｑ
産
前
産
後
の
体
調
不
良

時
に
家
族
等
の
援
助
が

得
ら
れ
な
い
方
に
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
を
実
施
し
な
い

か
。Ａ

ニ
ー
ズ
調
査
や
先
進
地

調
査
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
事
業
所
を
確
認
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
立
保
育
所
民
営
化
は
撤
回

を
!!Ｑ

望
ま
し
い
保
育
所
の
あ

り
方
と
そ
の
実
現
方
策

と
し
て
の
民
間
移
管
に
つ
い

て
提
言
が
出
さ
れ
て
1
年
半

が
た
つ
。
民
間
移
管
を
進
め

る
べ
き
と
い
う
意
見
は
な
く
、

民
営
化
は
撤
回
し
な
い
か
。

Ａ
現
段
階
で
は
公
立
保
育

所
を
維
持
し
ま
す
。

Ｑ
そ
れ
を
保
護
者
や
関
係

者
に
報
告
す
べ
き
で
は
。

Ａ
国
の
保
育
シ
ス
テ
ム
の

結
論
が
出
た
ら
報
告
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
待
機
児
童
が
一
時
保
育

や
特
定
保
育
を
利
用
す

る
場
合
、
通
常
の
保
育
料
と

同
様
に
所
得
に
よ
っ
て
減
免

措
置
を
講
じ
な
い
か
。

Ａ
具
体
的
な
支
援
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
総
点
検
に
つ
い
て

Ｑ
準
要
保
護
援
助
金
の
見

直
し
や
福
祉
作
業
所
休

廃
止
は
、
経
済
的
に
大
変
な

家
庭
や
障
が
い
者
へ
直
接
影

響
が
あ
り
問
題
で
は
な
い

か
。Ａ

準
要
保
護
援
助
金
に
つ

い
て
、
担
当
部
で
は
現

状
維
持
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
福
祉
作
業
所
は
今

後
保
護
者
や
関
係
者
を
中
心

に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

ご
意
見
を
聴
き
そ
の
結
果
で

最
終
的
な
判
断
を
出
し
ま
す
。

Ｑ
作
業
所
を
避
難
所
と
し

て
も
活
用
し
な
い
か
。

Ａ
福
祉
避
難
所
の
要
件
を

調
べ
た
中
で
考
え
ま

す
。

励
波
久
子
議
員

産
前
産
後
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
現
在
実
施
し
て
い
る
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
人

口
密
集
地
で
あ
る
長
浦
地
区

に
お
い
て
も
実
施
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

Ａ
本
事
業
の
新
規
開
催
に

向
け
、
新
た
な
地
で
新

た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を

確
保
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け

る
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
計
画
に
あ
る
子
ど
も
や

住
民
の
交
流
の
場
づ
く

り
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

Ａ
設
置
場
所
に
つ
い
て
公

共
施
設
5
カ
所
、
民
間

施
設
3
カ
所
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
計
画
の
よ
う
な
機

能
を
持
た
せ
る
施
設
が
な

く
、
本
年
度
開
始
す
る
公
の

施
設
の
見
直
し
の
中
で
建
設

に
向
け
努
力
し
ま
す
。

Ｑ
既
存
施
設
を
使
っ
た
整

備
が
難
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
火
葬
場
を
単
独
で
建
設

す
る
の
で
は
な
く
、
木
更
津

市
と
共
同
で
建
設
し
、
そ
の

分
浮
い
た
予
算
で
交
流
の
場

を
新
設
す
る
こ
と
や
、
P
F

I
等
予
算
を
か
け
ず

新
た
に
建
設
す
る
方

法
も
あ
る
か
と
思
う

が
市
長
の
計
画
に
か

け
る
意
気
込
み
と
と

も
に
伺
う
。

Ａ
こ
れ
ま
で
計
画

通
り
出
来
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
公
共
施
設

の
見
直
し
事
業
や
総
点
検
を

行
う
中
で
既
存
施
設
の
利
用

方
法
も
含
め
コ
ス
ト
を
か
け

ず
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

や
奈
良
輪
小
学
校
脇
の

土
地
の
活
用
や
根
形
公
民
館

の
活
用
も
考
え
る
べ
き
で

は
。Ａ

位
置
的
に
は
非
常
に
良

い
で
す
が
、
色
々
な
観

点
か
ら
考
え
検
討
し
ま
す
。

佐
藤
麗
子
議
員

放
課
後
、
休
日
の
子
ど
も
達
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ
市
の
高
齢
化
率
は
20
％

に
達
し
、
平
成
31
年
に

は
30
％
超
と
予
想
さ
れ
る
。

緩
和
策
と
し
て
、
若
者
の
流

入
を
図
り
流
出
を
防
ぐ
街
づ

く
り
が
急
務
と
思
う
が
伺
う
。

Ａ
若
い
人
達
の
定
住
条
件

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
新
た
な
住
宅
地
と
し
て

袖
ケ
浦
駅
海
側
と
小
規

模
宅
造
と
限
ら
れ
る
が
、
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
の
指
導
は
。

Ａ
海
側
は
、
都
市
計
画
に

沿
っ
た
有
効
な
土
地
利

用
を
推
進
し
、
ミ
ニ
開
発
は
、

周
辺
環
境
と
十
分
調
和
す
る

よ
う
に
開
発
事
業
者
を
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
社
会
保
障
費
が
年
々
増

加
し
、
扶
助
費
で
10
年

前
よ
り
倍
以
上
の
約
34
億
円

と
な
り
、
国
保
も
単
独
で
は

維
持
で
き
な
い
状
況
の
た
め

に
本
来
国
で
行
う
べ
き
事
業

は
国
に
託
す
べ
き
と
思
う

が
。Ａ

全
国
市
長
会
等
で
国
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
平
成
19
年
度
よ
り
24
年

度
ま
で
貯
金
の
取
り
崩

し
と
借
金
で
約
60
億
円
、
今

後
総
合
計
画
完
了
の
31
年
ま

で
に
事
業
債
を
引
い
て
も
約

80
億
円
が
不
足
す
る
が
、
長

期
の
財
政
計
画
が
な
い
中
で

ど
の
よ
う
に
賄
っ
て
い
く
か
。

Ａ
新
た
な
収
入
源
は
袖
ケ

浦
海
側
開
発
と
景
気
の

回
復
期
待
で
す
。
今
後
も
歳

出
抑
制
策
を
推
進
し
ま
す
。

Ｑ
火
葬
場
問
題
で
市
長
は

未
だ
明
確
な
方
針
が
な

い
。
な
ぜ
決
断
し
な
い
か
。

Ａ
様
々
な
角
度
よ
り
検
討

し
ま
す
。

石
井
俊
夫
議
員

市
の
活
性
化
対
策
と
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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平成24年5月25日（金）に蔵波小学校3年生、7月4日（水）に奈良輪小学校
3年生が、社会科の学習のため議場見学を行いました。
児童の皆さんからは様々な議会に対する質問を受けました。
議会は、市のお金の使い道（予算）や皆さん（市民）が守らなければなら

ない決まりごと（条例）などを話し合い、決める（議決）機関であること。市議
会議員と市長は、対等な立場で協力し合い、お互いに意見を出し合いなが
ら、住みやすいまちをつくるためにいろいろな仕事をしていること。
少しでも市政に触れていた時間が貴重な機会、また思い出となってくれる
と良いと思います。

小学生が議場を見学
平成24年6月6日（水）に、袖ケ浦市役所において議員会研修会が開催さ

れました。
当日は、法政大学法学部教授、廣瀬克哉先生を講師に招き、「議会改革

の課題と議会基本条例の意義」についての講演が行われました。
議会基本条例に関することや、議会改革の具体策等皆さんの関心も高く
有意義な研修会となりました。

・主 な 質 疑 ①議会改革の1つとして、議員定数の適正化の考え方
②議会基本条例の成功事例
③報酬及び政務調査費の自治体間のばらつき
④日本における政治的討論の現状
⑤市議会議員の役割

議員会研修会

ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター

袖ケ浦駅（海側）
完成イメージ図

蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生蔵波小学校3年生



そでがうら議会だより（7） 平成２４年（2012年）８月１日 第 151 号

文教福祉常任委員会では、5月18日(金)に委員会を開催し下記
のとおり所管事務調査を実施しました。

【所管事務調査】袖ケ浦市国民健康保険税率の改定について
・主 な 質 疑 ①他市の繰り入れ金額

②法定外繰入金の増額による加入者の負担減の
検討
③法定外繰入金の少ない市町村

文教福祉常任委員会
環境保安対策特別委員会では、7月4日（水）に委

員会を開催し下記のとおり所管事務調査を実施し
ました。

【所管事務調査】¡株式会社かずさクリーンシステ
ムの現地視察

¡太平興産株式会社大塚山処分場
の現地視察

環境保安対策特別委員会

当委員会は、本市の火葬場のあり方について、執

行部と意見交換を行うとともに、議会が決議した南

袖用地の撤回を求めた決議を再度検証しつつ、長期

にわたり火葬場建設ができなかった理由や、火葬場

建設を目的に取得した用地の、断念に対する市民へ

の説明責任など様々な視点で、活発な議論を交わし

てきた。また、委員それぞれにも多様な考えがある

なかで、市民が火葬場を必要としていること。また、

本特別委員会においても市民と一致した考えの下に、

これまで議論を重ねてきていること等を踏まえ、委

員会として、本市の火葬場のあり方を、以下のとお

りまとめたので、ここに報告するものである。

記

（１）市は火葬場予定地の選考において、今後も断念した南袖用

地もひとつの候補地として視野に入れ検討をすすめること。

（２）市は火葬場予定地の候補地として、南袖用地以外の適地を

選考した場合においては、速やかに議会へ報告し了承を得

るとともに、南袖用地の火葬場建設に代わる有効な土地活

用方策を検討し、議会へ報告すること。

（３）市は、（２）においては、南袖用地の火葬場建設に代わる有

効な土地活用方策の確定なしに、火葬場建設に係るいっさ

いの手続きに入るべきではないこと。

（４）市は、火葬場建設にあたっては、議会と共にすすめること。

（報告書より一部抜粋）

委 員 長　榎本雅司

副委員長　阿津文男

委　　員　長谷川重義／篠 龍夫／茂木芳和／片倉憲太郎／神 寛

吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦／篠 典之／岡田　實

（仮称）そでがうらメモリアルパーク

検討特別委員

12名

委員会としての結論（まとめ）

議会では、年4回の定例会開催以外に様々な活動を行っています。
数ある活動の中から、 今回は休会中に開催された文教福祉常任委員会と、
環境保安対策特別委員会の活動をご紹介します。

議会活動
の紹介

10月21日に開催される「ちばアクアラインマラソン」啓発活動の
一環のため、6月定例会の初日である6月6日に、議員及び出口市
長、市幹部職員41名が揃いのアクアラインマラソンポロシャツを着
用し議会に臨みました。

（仮称）そでがうらメモリアルパーク検討特別委員会
調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出調査報告書提出

平成21年9月24日に、本市における今後の火葬場のあり方を検討するために設置された本委員会において、
6月26日に調査報告が行われました。報告書の抜粋は下記のとおりです。
なお、この報告により所期の目的は達成したことから本委員会は解散されました。

かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認
かずさクリーンシステム溶融飛灰
の保管状況の確認

ちばアクアラインマラソン
2012.10.21（日）
午前10：00スタート

スタート 潮浜公園前（木更津市）
フィニッシュ 木更津市役所
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一
八
三
〇
年
代
初
頭
に

に
米
国
を
訪
問
し
た
仏
思

想
家
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
米

国
の
民
主
主
義
が
成
功
し

た
理
由
に
つ
い
て
、
人
々

が
個
々
の
殻
か
ら
抜
け
出

し
、
公
的
な
組
織
を
形
成

し
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

人
々
は
「
市
民
」
と
な
り
、

共
通
善
や
公
的
問
題
を
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

の
で
す
。

自
由
の
新
天
地
を
求
め

て
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
が
新

大
陸
に
渡
っ
た
の
が
一
六

二
〇
年
。
そ
の
後
、
英
産

業
革
命
の
始
ま
り
に
よ
り

職
を
失
っ
た
人
々
が
移
住

し
、
米
国
は
希
望
と
野
望

に
満
ち
た
国
を
形
成
し
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
新
大

陸
の
開
拓
の
過
程
で
、
米

国
民
は
自
由
と
慈
善
を
学

ん
で
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
米
国
を
視

察
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
100

年
が
経
過
し
た
後
の
事
で

し
た
。

我
が
国
で
は
憲
法
に
国

民
の
自
由
と
権
利
が
保
障

さ
れ
て
60
年
余
り
。
市
民

は
大
地
震
を
経
験
し
て

「
新
し
い
公
共
」
と
い
う
言

葉
を
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
地
方
自
治
を
保
持
し
、

市
民
社
会
を
形
成
し
て
い

く
に
は
共
通
善
や
公
的
問

題
に
対
処
す
る
公
共
心
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
負
託
に
よ
る
議

会
は
つ
ね
に
共
通
善
を
意

識
し
、
公
共
の
立
場
で
審

議
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

議案番号 件　名　等 議決結果
議案

第1号

議案

第2号

議案

第3号

議案
第4号

議案

第5号

議案

第6号

議案

第7号

諮問

第1号

諮問
第2号

諮問
第3号

報告
第1号

袖ケ浦市公共下水道事業区域外流入受益者分担金に関す
る条例の制定について
（主な内容）
公共下水道の構造及び管理に影響を与えない範囲内で

市街化調整区域からの区域外流入を認めるとともに、公
共下水道事業に要する費用の一部に充てるため、区域外
流入受益者分担金を徴収するにあたり、新たに条例を制
定しようとするものです。

袖ケ浦市公共下水道事業特別会計市債管理基金条例を廃
止する条例の制定について
（主な内容）
公共下水道事業特別会計の市債残高が減少し元利償還

金が減っていくことから、公共下水道事業特別会計市債
管理基金の必要性がなくなるため、当該基金条例を廃止
しようとするものです。

袖ケ浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について
（主な内容）
袖ケ浦市国民健康保険特別会計の需要額を満たすため

税率の改定を行うとともに地方税法が改正されたこと等
に伴い、関係条文の整理を行うため、条例の一部を改正
しようとするものです。

袖ケ浦市印鑑条例等の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
外国人登録法が廃止され、外国人住民を住民基本台帳

法の適用対象に加えるための住民基本台帳法の一部を改
正する法律等が施行されることに伴い、関係する条例の
一部を改正しようとするものです。

袖ケ浦市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正
する条例の制定について
（主な内容）
予防接種健康被害調査委員会の委員が所属する法人の

名称が変更されたこと、及び市が行う任意予防接種により
発生した健康被害を当該委員会の調査の対象とするため、
条例の一部を改正しようとするものです。

財産の取得について（消防救急デジタル無線装置購入）
（主な内容）
消防救急デジタル無線装置の購入にあたり、議会の議

決を求めるものです。

監査委員の選任について
（主な内容）
識見を有する者のうちから選任された監査委員石井宏

氏が平成24年7月9日をもって任期満了となるため、後任
に粕谷秀夫氏を選任することについて、議会の同意を求
めるものです。

人権擁護委員の推薦について
（主な内容）
人権擁護委員小倉正敬氏が平成24年9月30日をもって任
期満了となるため、同氏を再推薦することについて、議
会の意見を求めるものです。

人権擁護委員の推薦について
（主な内容）
人権擁護委員田代悦子氏が平成24年9月30日をもって任
期満了となるため、同氏を再推薦することについて、議
会の意見を求めるものです。

人権擁護委員の推薦について
（主な内容）
人権擁護委員畠山和夫氏が平成24年9月30日をもって任
期満了となるため、新たに稲垣昭彦氏を推薦することに
ついて、議会の意見を求めるものです。

市が出資又は債務を負担している法人の経営状況について
（主な内容）
市が出資又は債務を負担している袖ケ浦市土地開発公

社の経営状況について報告するものです。

原案可決

（全員賛成）

原案可決

（全員賛成）

原案可決

（賛成多数）

原案に反対した議員

田中　輝博

長谷川　重義

励波　久子

吉岡　淳一

福原　孝彦

篠 典之

原案可決

（賛成多数）

原案に反対した議員

励波　久子

篠 典之

原案可決

（全員賛成）

原案可決

（全員賛成）

原案同意

（賛成多数）

原案に反対した議員

田中　輝博

阿津　文男

立原　勇

福原　孝彦

議場から退席した議員

長谷川　重義

原案同意

（全員賛成）

原案同意

（全員賛成）

原案同意

（全員賛成）

―

議案番号 件　名　等 議決結果
報告
第2号

報告
第3号

報告
第4号

報告
第5号

報告
第6号

陳情
第28号

陳情
第29号

陳情
第30号

発議案
第1号

発議案
第2号

発議案
第3号

発議案
第4号

平成23年度袖ケ浦市一般会計予算の継続費繰越計算書に
ついて
（主な内容）
平成23年度袖ケ浦市一般会計予算において設定した継

続費繰越計算書について報告するものです。

平成23年度袖ケ浦市一般会計予算の繰越明許費繰越計算
書について
（主な内容）
平成23年度袖ケ浦市一般会計予算において設定した繰

越明許費繰越計算書について報告するものです。

平成23年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計予算の繰
越明許費繰越計算書について
（主な内容）
平成23年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計予算に

おいて設定した繰越明許費繰越計算書について報告する
ものです。

平成23年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計予算の繰越
明許費繰越計算書について
（主な内容）
平成23年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計予算にお

いて設定した繰越明許費繰越計算書について報告するも
のです。

専決処分の報告について
（主な内容）
水道料金債権（遅延損害金を含む）の放棄について専決

処分したので報告するものです。

国における平成25年（2013）年度教育予算拡充に関す
る意見書」採択に関する陳情書
（主な内容）
子ども達の健全育成をめざし、豊かな教育を実現させ

るため、教育に関する震災支援策を十分にはかることな
ど7項目について、国に対し意見書の提出を求めるもので
す。

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に
関する陳情書
（主な内容）
21世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教

育水準の維持向上と地方財政の安定を図るため、義務教
育費国庫負担制度を堅持するよう、国に対し意見書の提
出を求めるものです。

高谷地先における無許可埋め立て事業の今後の対応につ
いて（陳情）
（主な内容）
袖ケ浦市高谷地先における違法埋め立てについて、千

葉県や袖ケ浦市へ早期に解決するよう要望したので、要
望実現に向け取り組むよう千葉県、袖ケ浦市に対し意見
書の提出を求めるものです。

袖ケ浦市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定
について
（主な内容）
社会経済情勢を鑑み、本市の実情に則した議員定数を

24名から22名に改めたく、議会の議決を求めるものです。

国における平成25（2013）年度教育予算拡充に関する
意見書について
（主な内容）
陳情第28号の願意に沿い、意見書を国に提出するもの

です。

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
（主な内容）
陳情第29号の願意に沿い、意見書を国に提出するもの

です。

高谷地先における無許可埋め立て事業に対する早期解決
へ向けた意見書について
（主な内容）
陳情第30号の願意に沿い、意見書を千葉県、袖ケ浦市

に提出するものです。

―

―

―

―

―

採択

（全員賛成）

採択

（全員賛成）

採択

（全員賛成）

原案否決

（賛成少数）

原案に賛成した議員

前田　美智江

篠　　龍夫

茂木　芳和

神　　寛

小野　光正

露　　信夫

石井　俊夫

原案可決

（全員賛成）

原案可決

（全員賛成）

原案可決

（全員賛成）
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